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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
先天性股関節脱臼 (以下 DevelopmentalDislocationoftheHip:DDH)は出生前後に股関節














曲線を作成した結果､3歳時のOE角 20をCutorf値と設定すると感度 71%､特異度 93%となり
RB法による治療後の最終成績における予後判定に有用であった｡
論 文 審 査 結 果 の 要 冒
先天性股関節脱臼 (DDH)はRiemenbugel法 (㍑)によ り整復治療が行われる｡し
か しなが ら､㍑後に白蓋形成不全の形態異常を伴 う二次性変形性股関節症が多 く
存在することが問題 となっている｡そのため､DDHによる白蓋形成不全を早期に
スクリーニングして変形性股関節症への進展を要望することが重要となる｡
本研究ではRB単独で整復 し治療 したDDH192例217股について 14歳以上まで追
跡調査 して DD‡による臼蓋形成不全の危険因子をⅩ線写真状上の様々な計測値か
ら検討した｡両股正面像による 1,2,3歳児のα角､OE角､a値､b'値は､最終
調査時 SeverinI､Ⅱ群とⅢ･Ⅳ群で有意差 を認めた｡それ らの因子について ROC
曲線を作成 した結果､3歳時の OE角 20 をCutoff値 と設定すると感度 71%､特
異度 93%とな り 姐 による治療後予後判定に有用であることが判明した｡本研究
は DDHによる白蓋形成不全を早期にスクリーニングする方法を明 らかにしたもの
であり､臨床的に意義ある研究である｡
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
